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青森県教育委員会第８６３回定例会会議録

１ 期 日 令和２年１２月９日（水）

２ 開 会 午後３時

３ 閉 会 午後３時２０分

４ 場 所 教育庁教育委員会室

５ 議事目録

報告第１号 議案に対する意見について

報告第２号 青森県生涯学習審議会への諮問について

陳情第１号 県立高等学校教育改革に係る件について

議案第１号 青森県営スケート場条例の一部を改正する条例の施行期日の修正につい

て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案決定

議案第２号 青森県営スケート場規則の一部を改正する規則案について・・原案決定

そ の 他 職員の懲戒処分の状況について

６ 出席者等

・出席者の氏名

和嶋延寿（教育長）、野澤正樹、中沢洋子、杉澤廉晴、平間恵美、戸塚 学

・欠席者の氏名

なし

・説明のために出席した者の職

田中教育次長、三戸教育次長、古川教育政策課長、赤尾職員福利課長、早野教職員

課長、髙橋学校施設課長、葛西生涯学習課長、谷地村スポーツ健康課長、仁和高等

学校教育改革推進室長

（※新型コロナウイルス感染症対策のため関係者のみ出席）

・会議録署名委員

中沢委員、平間委員

・書記

西野数馬、藤田真希也

７ 議 事

報告第１号 議案に対する意見について

（田中教育次長）

議案に対する意見について、御説明する。資料の１ページを御覧いただきたい。

この度の案件は、県議会第３０４回定例会に提出された「令和２年度青森県一般会計補

正予算案」、「工事の請負契約の件」、「条例案」２件の計４件の議案について、知事から

意見を求められたものであるが、緊急を要するため、青森県教育委員会の事務の委任等に

関する規則第４条第１項の規定に基づき、教育長において臨時に代理し、原案に同意する
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こととして処理したので、同条第２項の規定により御報告するとともに、同意した議案の

内容について御説明する。

参考資料の１ページを御覧いただきたい。

まず、「令和２年度青森県一般会計補正予算（第５号）案（教育委員会所管分）」につい

てであるが、今回の補正予算の歳出予算額は、１２億１１１万１千円の増額となっており、

これを既決予算額と合計すると、補正後の歳出予算額は、１，３６８億９，８９０万９千

円となる。なお、計上した歳出予算の主な事業等については、参考資料のとおりである。

次に、「工事の請負契約の件」について御説明する。

これは、三沢高等学校管理・教室棟改築工事について、小坂・中屋敷・鈴木特定建設工

事共同企業体と１５億７，０８０万円で請負契約を締結するためのものである。

参考資料の３ページを御覧いただきたい。

「特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案」についてである。

この条例は、県の一般職及び国の特別職の職員の取扱いを踏まえ、教育長の期末手当の支

給割合の引下げを行うものである。

参考資料の４ページを御覧いただきたい。

「職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案」についてである。これは、令和

２年１１月４日付け人事委員会からの職員の給与等に関する報告及び勧告に基づき、職員

の期末手当の支給割合の引下げを行うものである。これらの条例は公布の日から施行し、

令和３年６月期以降の期末手当の支給割合に係る部分は、令和３年４月１日から施行する

ものである。したがって、期末手当の支給割合については、令和２年度は１２月期分を

０．０５月分、令和３年度以降は６月期及び１２月期分をそれぞれ０．０２５月分引下げ、

年間で０．０５月分引下げられることとなる。

なお、この４件の議案については、本日閉会した県議会定例会において原案どおり可決

されている。

（教育長）

何か質問、意見はあるか。なければ報告第１号については、青森県教育委員会として了

解した。

報告第２号 青森県生涯学習審議会への諮問について

（葛西生涯学習課長）

令和２年１１月２７日に開催した青森県生涯学習審議会において、教育長から同審議会

会長に諮問書を提出したので、御報告するとともに、諮問書の内容について御説明する。

参考資料の５ページを御覧いただきたい。

諮問は、「青森県における新しい時代の生涯学習・社会教育の推進の在り方について」

とし、二つの事項について重点的に審議いただくこととしている。

参考資料の８ページを御覧いただきたい。
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重点審議事項の一つ目は、「多様な人々のつながりと新しい技術の活用による生涯学習

・社会教育の推進について」である。包摂的な社会を実現するため、高齢者から子ども・

若者まで、全ての県民が生涯を通じて学ぶことができる環境づくりの方策や、より多様で

豊かな生き方・暮らし方のマルチステージの人生が志向される中、学びと活動の循環を促

進するための方策等について審議いただく。

参考資料の９ページを御覧いただきたい。

重点審議事項の二つ目は、「地域全体で子どもを育む家庭教育支援の在り方について」

である。地域における家庭教育支援活動の更なる活性化を図るため、相談体制の整備、行

政、地域住民、学校、企業、ＮＰＯ等の多様な主体の連携方策や、保護者、地域住民に対

する学習機会の提供及び、家庭教育支援活動に携わる人材の育成・確保の方策等について

審議いただく。以上の２項目について、２年間審議し答申を提出いただくこととしている。

（教育長）

何か質問、意見はあるか。なければ報告第２号については、青森県教育委員会として了

解した。

陳情第１号 県立高等学校教育改革に係る件について

（仁和高等学校教育改革推進室長）

資料の３ページ及び参考資料の１０ページを御覧いただきたい。

県立高等学校教育改革に係る件について、この度、令和２年１１月１１日に３件受理し

たので、その概要を御説明する。

今回受理したものは、青森県立三戸高等学校及び青森県立名久井農業高等学校の存続を

求めるものとなっている。

１の「三戸郡内に青森県立高等学校２校の存続を求める要望書」の件は、青森県三戸郡

南部町大字苫米地字下宿２３番地１、三戸郡町村会 会長 工藤 祐直 外８名から受理

したものである。

２の「青森県立三戸高等学校の存続を求める要望書」の件は、青森県三戸郡三戸町大字

在府小路町４３番地、青森県立三戸高等学校と地域の未来を創る会会長で三戸町長の

松尾 和彦から受理したものである。また、青森県立三戸高等学校と地域の未来を創る会

からは、要望書のほか、１１，４７３名分の署名簿も合わせて提出されている。

３の「青森県立名久井農業高等学校の存続を求める要望書」の件は、青森県三戸郡南部

町大字苫米地字下宿２３番地１、青森県立名久井農業高等学校を応援する会会長で南部町

長の 工藤 祐直から受理したものである。また、青森県立名久井農業高等学校を応援す

る会からは、要望書のほか、１２，０５９名分の署名簿も合わせて提出されている。

本件については、青森県立三戸高等学校及び青森県立名久井農業高等学校の関係者の方

々の将来の本県を担う子どもたちの教育に対する熱い思いの表れであると受け止め、第２

期実施計画策定に向けた検討の参考とすることとし、その取扱いについては、第２期実施

計画の決定をもって、その対応としたいと考えている。
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（教育長）

何か質問、意見はあるか。なければ陳情第１号については、青森県教育委員会として了

解した。

議案第１号 青森県営スケート場条例の一部を改正する条例の施行期日の修正について

（谷地村スポーツ健康課長）

青森県営スケート場条例の一部を改正する条例の施行期日の修正について御説明する。

資料の４ページ、５ページを御覧いただきたい。

青森県営スケート場に設置したスポーツクライミング施設の使用料を定めた、青森県営

スケート場条例の一部を改正する条例の施行期日については、設置工事の終了により１１

月末までに引渡しとなる目処が立ったことから、令和２年１１月４日に開催した第８６２

回教育委員会定例会において、令和２年１２月１日と定める規則案を議決いただいた。し

かし、供用開始に当たっては、施設の引渡し後、現物の高さや幅、設置位置等を一つずつ

確認しながら、施設管理者及び競技団体と使用方法等について調整することが必要となり、

供用開始日を令和２年１２月１９日としたことから、これに合わせ、議決済みの規則案に

規定する施行期日を令和２年１２月１９日に修正するものである。

（教育長）

何か質問、意見はあるか。なければ議案第１号は原案のとおり決定する。

議案第２号 青森県営スケート場規則の一部を改正する規則案について

（谷地村スポーツ健康課長）

青森県営スケート場規則の一部を改正する規則案について御説明する。

資料の６ページから８ページを御覧いただいたい。

青森県営スケート場に設置したスポーツクライミング施設については、令和２年１２月

１９日から供用を開始することとなる。青森県営スケート場条例では、施設を使用する場

合、教育委員会の承認を受ける必要があるが、教育委員会規則で定めるものについては、

承認を受けることなく使用することができることとしているため、規則の一部を改正する

ものである。規則を改正することにより、スポーツクライミング施設を個人及び団体で使

用する場合に、券売機で使用券を購入し、使用することが可能となることから、施設の利

便性が高まるものと考えている。

（教育長）

何か質問、意見はあるか。なければ議案第２号は原案のとおり決定する。
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その他 職員の懲戒処分の状況について

（早野教職員長）

職員の懲戒処分の状況について御説明する。

資料の９ページを御覧いただきたい。

１１月に行った職員に対する懲戒処分２件のうち、社会的影響が大きい事案である事案

２について、その概要を御説明する。この事案は、特別支援学校教諭が、令和元年１１月

２３日午後０時３０分頃、青森市内の水族館において、落ちていた他人の財布から現金５

万８千円を窃取したものであり、当該職員に対して停職３月の懲戒処分を行ったものであ

る。

（中沢委員）

子どもを指導する教師という立場にありながら、窃盗という罪を犯した者は、子どもの

前には立てないと思う。職員の服務規律の確保に努めるよう指導の徹底をお願いしたい。

（野澤委員）

会議資料の記載内容では事件の詳細が分からないことから、事務局においては丁寧に県

民などに対して説明していただきたい。

（教育長）

他に何か質問、意見はあるか。なければ職員の懲戒処分の状況については、青森県教育

委員会として了解した。


